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時は幕末、ペリーに開
国を迫られ国中が大騒ぎ。
大の日本贔屓

びい き

のフランス
人が、国禁を犯して海を越え、憧れの日本に
やって来た。彼は愛する日本のために幕府の
知恵袋となり働くが、その活躍が運命を狂わ
せていく。日本の歴史が「ひっくり返る」その
瞬間が…！

雀
部
な
る
人
物
は
鋳
物
師

い

も

の

し

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
経
筒
は
い
か
な
る
経
路
で
か
、
現
在
、

香
川
県
の
金
毘
羅
宮

こ

ん

ぴ

ら

ぐ

う

の
宝
物
と
し
て
納
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
境
内
に
板
碑

い

た

び

（
県

指
定
）
が
あ
り
、
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
年
）、

物
部

も
の
の
べ

守
圀

も
り
く
に

の
建
立
で
あ
る
。
物
部
氏
は
こ
の

地
方
の
豪
族
で
あ
り
神
社
仏
閣
等
に
も
深
く

係
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
利
生

山
の
当
時
の
輪
郭
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
。
平
安
時
代
中
期
か
ら
安
土
・
桃
山
中
期

ま
で
繁
栄
を
極
め
人
々
の
心
を
安
ら
げ
て
き

た
で
あ
ろ
う
が
、
惜
し
む
ら
く
は
退
廃
し
原

野
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
現
在
、
坂
本
坊
に

は
堂
が
あ
り
薬
師
如
来
座
像
が
安
置
さ
れ
、

地
元
の
人
々
の
厚
い
信
仰
に
守
ら
れ
灯
明
と

香
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。

さ
い
。
※
ビ
デ
オ
を
投
函
さ
れ
、
破
損
し
た

場
合
は
弁
償
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す

④
本
の
間
に
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
な
ど
が
挟
ま

っ
て
い
な
い
か
、
ご
確
認
の
上
返
却
下
さ
い

⑤
借
り
た
図
書
館
の
本
以
外
の
物
の
投
函
は
、

ご
遠
慮
下
さ
い

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
10
（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
17
（土）

15：

00
〜

絵
本
を
楽
し
む
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
15
（木）

10：

30
〜

お
は
な
し
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
24
（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
23
（金）

10：

30
〜

長
門
読
書
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
１
／
24
（土）

14：

00
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

●

日
時
　
１
／
10
・
24
（土）

15：

00
〜

●
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

本
館
は
、
12
月
29
日
（月）
か
ら
１
月
５
日
（月）
ま

で
休
館
と
な
り
ま
す

※
１
月
４
日
（日）
は
開
館
準
備
作
業
の
た
め
、
本

館
の
み
閉
館
し
ま
す
。

12
月
23
日
（火）
は
天
皇
誕
生
日
で
祝
日
と
な
り

ま
す
が
、
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す
。

１
月
12
日
（月）
は
成
人
の
日
で
祝
日
と
な
り
ま

す
が
、
本
館
の
み
開
館
し
ま
す
。
翌
13
日
（火）
は

振
替
休
館
と
な
り
ま
す
。

※
祝
日
の
開
館
時
間

本
館
９：

30
〜
17：

00
、
分
館
９：

00
〜
17：

00

●
夜
間
返
却
ポ
ス
ト
の
利
用
に
つ
い
て

夜
間
返
却
ポ
ス
ト
の
利
用
に
つ
い
て
、
次
の

事
項
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
開
館
時
間
中
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
返
却
を
お

願
い
し
ま
す

②
本
館
・
分
館
以
外
の
本
は
必
ず
カ
ウ
ン
タ
ー

で
の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す

③
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
で
返
却
し
て
く
だ

１／24（土）13：30～
「モチモチの木」

（20分）

利
生
山
永
福
寺
は
日
置
中
坂
本
の
山
麓
に

あ
る
。
こ
の
永
福
寺
は
、
長
徳
三
年
（
九
九

七
年
）真
言
密
教
道
場
と
し
て
開
山
さ
れ
た
。

し
か
し
五
百
年
あ
ま
り
後
の
元
亀
二
年
（
一

五
七
一
年
）に
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。

享
保
六
年
（
一
七
二
一
年
）
の
「
利
生
山
再

興
記
」
に
は
「
往
古
は
七
堂
伽
藍

し
ち
ど
う
が
ら
ん

の
霊
地
で
山

麓
に
は
六
坊（
蓮
華
坊

れ
ん
げ
ぼ
う

、
坂
本
坊
、
南
坊
、
西

坊
、
下
坊
、
福
寿
坊

ふ
く
じ
ゅ
ぼ
う

）
あ
り
。
ま
た
、
末
山
五

十
三
ヶ
寺
を
擁
し
非
常
に
繁
栄
し
た
。
然し

か

れ

ど
も
今
徒

い
ま
い
た
ず

ら
に
そ
の
名
を
存
す
る
の
み
」
と

あ
る
。
ま
た
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
年
）の

「
寛
保
書
出
」
に
記
さ
れ
て
い
る
洪
鐘

こ
う
し
ょ
う（
つ
り

鐘
）の
銘
文
に
よ
れ
ば
、
当
山
が
繁
栄
し
て

い
た
頃
は
「
利
生
山
の
黄
昏

た
そ
が
れ

を
八
景
の
一
つ

と
し
て
鍠
鍠

こ
う
こ
う

た
る
鐘
声
に
生
民

し
ょ
う
み
ん

豊
稔

ほ
う
ね
ん

の
富
を

伝
え
、
牛
馬
息
災
の
し
る
し
を
あ
ら
わ
す
」

と
あ
り
、
ま
た
鐘
の
響
き
に
「
阿
訶
音

あ

か

ね

さ
す

日
置
の
里
の
鐘
と
は
ば
南
無
阿
弥
陀
仏
と
人

は
こ
た
え
よ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
年
）
利
生

山
の
旧
地
と
い
わ
れ
る
畦
畔

け
い
は
ん

の
崩
れ
か
ら
銅

製
の
経
筒

き
ょ
う
つ
つ

が
出
た
。
そ
れ
の
刻
字
に
は
寛
治

七
年
十
一
月
二
十
日
（
一
〇
九
三
年
）
雀
部

さ

さ

べ

重

吉
と
あ
り
、
七
三
〇
年
あ
ま
り
土
中
に
埋
も

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
銅
色
潤

じ
ゅ
ん

沢た
く

あ
り
て
緑
青

り
ょ
く
し
ょ
う

滴し
た
た

る
如ご

と

し
と
表
現
し
て
い
る
。

利
生
山

り
し
ょ
う
ざ
ん

永
福
寺

え

い

ふ

く

じ（
古
跡
）

薬師如来座像（日置中坂本）

新
着
案
内
（
本
館
／
一
部
）

「
華
族
夫
人
の
忘
れ
も
の
」
平
岩
弓
枝
、「
残

る
は
食
欲
」
阿
川
佐
和
子
、「
政
治
経
済
よ
り
人

間
力
」
上
坂
冬
子
、「
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
小
出
義
雄

ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
冷
た
い
水
と
、
砂
の
記
憶
」
谷
村
志
穂
、

「
汐
の
な
ご
り
」
北
重
人
　
ほ
か

年
末
年
始
の
安
全
総
点
検
！

利生山

利生山銅製経筒

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
年
末
年
始
安
全
・
安

心
な
海
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
平
成
20
年
12
月
10

日
（水）
か
ら
平
成
21
年
１
月
10
日
（土）
ま
で
の
間
、

『
年
末
年
始
特
別
警
戒
及
び

航
路
標
識
の
一
斉
点
検
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。

●
海
の
事
件
・
事
故
、
不
審
情
報
は
１
１
８
番

●
船
の
安
全
運
航

●
船
の
救
命
設
備
の
保
守
点
検

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

振
り
込
め
詐
欺
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
。
振

り
込
ん
だ
お
金
は
、
も
う
戻
っ
て
来
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？

す
ぐ
に
警
察
と
金
融
機
関
に
被
害
届
を
提

出
し
、
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
の
手
続
き

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
の
増
加
で
、
10
月
は
「
振
り
込

め
詐
欺
撲
滅
強
化
月
間
」
と
し
て
全
国
で
被
害
防

止
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
期
間
中

も
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
」
が
平
成
20
年
６
月

に
施
行
さ
れ
、
犯
罪
に
利
用
さ
れ
た
口
座
を
金
融

機
関
が
凍
結
し
、
犯
罪
被
害
金
を
被
害
者
の
申
し

出
に
よ
り
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
被
害
金
が
全
額
戻
っ
て
く
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
金
融
機
関
で
の
所
定
の
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
に
気

づ
い
た
ら
す
ぐ
に
警
察
と
金
融
機
関
に
届
け
ま

し
ょ
う
。

そ
し
て
な
に
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、
詐
欺
の
被

害
に
あ
わ
な
い
こ
と
で
す
。
相
手
の
言
う
こ
と

を
う
の
み
に
せ
ず
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
と

き
は
、
早
急
に
市
役
所
企
画
政
策
課
市
民
活
動
推

進
室
も
し
く
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ Ｑ

振り込め詐欺と救済法振り込め詐欺と救済法


